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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
長
崎
空
港
に
お
け
る
海
上
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
等
に
伴
う
騒
音
問
題
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
か
ら
平
成
十
四
年
九
月
ま
で
の
間
、
四
回
に
わ
た
っ
て
長
崎
空
港
の
Ａ
滑
走
路

（
以
下
「
Ａ
滑
走
路
」
と
い
う
。
）
の
航
空
機
騒
音
に
関
す
る
実
態
調
査
（
以
下
「
航
空
機
騒
音
実
態
調
査
」
と
い
う
。
）

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
含
む
自
衛
隊
の
航
空
機
に
よ
る
騒
音
値
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は
、
測

定
地
点
ご
と
に
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
村
市
古
賀
島
町
大
村
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
七
十
七
・
一
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
（
加

重
等
価
継
続
感
覚
騒
音
レ
ベ
ル
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
大
村
市
古
賀
島
町
百
四
十
三
番
で
は
七
十
五
・
八
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ

Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
二
百
三
十
九
番
で
は
七
十
八
・
四
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
二
百
十
一
番
地
の
二
十
二
の

北
側
に
所
在
す
る
畑
で
は
七
十
六
・
六
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
西
久
大
運
送
株
式
会
社
跡
地
フ
ェ
ン
ス
沿
い
で

は
七
十
三
・
〇
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
二
百
十
八
番
地
の
西
側
に
所
在
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
西
側
に
所
在

す
る
畑
で
は
七
十
一
・
四
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
千
六
百
十
九
番
で
は
七
十
六
・
〇
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市

古
賀
島
町
百
三
十
五
番
地
の
北
側
に
所
在
す
る
畑
で
は
七
十
・
二
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
二
百
六
十
番
地
の
三

一



の
南
側
に
所
在
す
る
畑
で
は
七
十
・
〇
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
千
七
百
七
十
四
番
地
の
南
側
に
所
在
す
る
畑
で

は
七
十
・
六
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
二
百
六
番
で
は
六
十
九
・
六
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
二
百
十

八
番
地
の
東
側
に
所
在
す
る
畑
で
は
六
十
八
・
六
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
二
百
五
十
四
番
地
の
十
三
の
西
側
に

所
在
す
る
畑
で
は
六
十
六
・
二
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
二
百
七
十
二
番
地
の
東
側
に
所
在
す
る
畑
が
面
す
る
道

路
上
で
は
六
十
八
・
一
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
エ
ネ
オ
ス
松
早
石
油
株
式
会
社
長
崎
空
港
前
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
西
側
に
所
在
す
る
畑
で
は
六
十
七
・
三
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
、
大
村
市
古
賀
島
町
株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
長

崎
空
港
営
業
所
駐
車
場
の
北
側
に
所
在
す
る
畑
で
は
六
十
八
・
二
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
で
は
、
航
空
機
騒
音
実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
Ａ
滑
走
路
の
主
た
る
使
用
者
で
あ
る
旧
防
衛
庁
に
対
し

て
、
騒
音
対
策
に
つ
い
て
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

防
衛
省
（
平
成
十
九
年
一
月
八
日
以
前
は
防
衛
庁
。
以
下
同
じ
。
）
で
は
、
従
来
よ
り
騒
音
の
軽
減
の
た
め
の
方
策
と
し

て
、
訓
練
を
可
能
な
限
り
大
村
湾
外
の
訓
練
海
面
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
Ａ
滑
走
路
及
び
大
村
航
空
基
地
周
辺
で

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
も
、
通
常
、
平
日
の
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
及
び
午
後
九
時
か
ら
翌
日
の
午
前
七
時
ま
で

二



の
間
並
び
に
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休

日
並
び
に
地
元
の
要
望
が
あ
っ
た
高
等
学
校
の
入
学
試
験
の
実
施
日
等
に
お
い
て
は
、
適
宜
、
訓
練
の
実
施
を
自
粛
す
る
等

の
対
策
を
講
じ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
、
今
後
予
定
し
て
い
る
大
村
航
空
基
地
地
先
の
公
有
水
面
を
埋
め
立
て
、
格
納
庫
、

航
空
需
品
倉
庫
、
車
両
整
備
工
場
等
の
施
設
を
整
備
す
る
事
業
に
お
い
て
、
当
該
埋
立
地
を
利
用
し
て
騒
音
低
減
に
配
慮
し

た
施
設
配
置
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）

に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
設
置
す
る
公
共
用
飛
行
場
で
あ
っ
て
、
当
該
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
機
の
離
陸
又
は
着
陸

の
頻
繁
な
実
施
に
よ
り
生
ず
る
騒
音
等
に
よ
る
障
害
が
著
し
い
と
認
め
て
政
令
で
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
特
定
飛
行
場
」

と
い
う
。
）
の
周
辺
に
所
在
す
る
住
宅
に
つ
い
て
、
特
定
飛
行
場
の
設
置
者
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
住
宅
の
騒
音
防

止
工
事
に
関
し
助
成
の
措
置
を
と
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
長
崎
空
港
は
特
定
飛
行
場
に
指
定
し
て
お
ら
ず
、
同
空
港
周

辺
に
お
け
る
住
宅
の
防
音
工
事
対
策
を
講
ず
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

三



防
衛
省
は
、
長
崎
空
港
の
前
身
で
あ
る
大
村
空
港
が
旧
海
軍
飛
行
場
を
使
用
し
て
発
足
し
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
か
ら
、

大
村
空
港
を
旧
運
輸
大
臣
が
昭
和
三
十
五
年
に
供
用
開
始
し
て
以
来
、
同
空
港
の
滑
走
路
を
継
続
し
て
使
用
し
て
お
り
、
使

用
を
開
始
す
る
に
当
た
っ
て
、
旧
運
輸
省
と
旧
防
衛
庁
と
の
間
で
、
特
段
の
協
議
等
が
行
わ
れ
た
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。国

土
交
通
省
（
平
成
十
三
年
一
月
五
日
以
前
は
運
輸
省
）
と
旧
防
衛
庁
は
、
海
上
自
衛
隊
が
Ａ
滑
走
路
を
使
用
す
る
に
際

し
て
の
条
件
に
関
す
る
現
地
協
定
と
し
て
、
「
長
崎
空
港
に
お
け
る
Ａ
滑
走
路
等
空
港
施
設
の
管
理
、
運
用
等
に
関
す
る
現

地
協
定
」
、
「
長
崎
空
港
に
お
け
る
消
火
救
難
業
務
に
関
す
る
協
定
書
」
及
び
「
長
崎
空
港
に
お
け
る
航
空
交
通
管
制
業
務

等
の
実
施
に
関
す
る
協
定
書
」
を
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
協
定
は
、
施
設
の
管
理
、
運
用
に
関
す
る
業
務
等
に
つ
い

て
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
機
種
、
離
発
着
回
数
、
場
周
経
路
又
は
飛
行
時
間
に
係
る
使
用
条
件
は
定
め
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
長
崎
空
港
に
係
る
滑
走
路
の
、
海
上
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
埋
立
拡
張
計
画
」
」
が
何
を
指
す
の
か
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
海
上
自
衛
隊
に
お
い
て
は
、
大
村
航
空
基
地
地
先
の
公
有
水
面
を
埋
め
立
て
、
格
納
庫
、
航
空

需
品
倉
庫
、
車
両
整
備
工
場
等
の
施
設
を
整
備
す
る
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

四



当
該
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
平
成
十
六
年
十
月
か
ら
、
九
州
防
衛
局
（
平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
以
前
は
福
岡
防
衛

施
設
局
）
に
お
い
て
、
長
崎
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
一
年
長
崎
県
条
例
第
二
十
七
号
）
に
定
め
る
環
境
影
響
評
価

に
係
る
所
要
の
手
続
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
公
告
及
び
縦
覧
、
同
方
法
書
に
係
る
長

崎
県
知
事
か
ら
の
意
見
提
出
を
経
て
、
現
在
、
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
お
い
て
、
当
該
事
業
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
約
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
の
う
ち
公
有
水

面
の
埋
立
面
積
は
、
約
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
る
旨
を
、
工
事
期
間
に
つ
い
て
は
六
年
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
旨

を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五


